
交 通 事 故 概 況 等交 通 事 故 概 況 等交 通 事 故 概 況 等交 通 事 故 概 況 等 に つ い てに つ い てに つ い てに つ い て

道環境生活部道環境生活部道環境生活部道環境生活部くらしくらしくらしくらし安全推進課安全推進課安全推進課安全推進課

平 成平 成平 成平 成 ２ ２２ ２２ ２２ ２ 年年年年 １ １１ １１ １１ １ 月月月月 １ ２１ ２１ ２１ ２ 日日日日

◎◎◎◎ 交通死亡事故発生状況交通死亡事故発生状況交通死亡事故発生状況交通死亡事故発生状況（（（（概数概数概数概数））））

１１１１ 総合振興局総合振興局総合振興局総合振興局・・・・振興局別交通死亡事故発生状況振興局別交通死亡事故発生状況振興局別交通死亡事故発生状況振興局別交通死亡事故発生状況

○○○○ 平成平成平成平成２２２２２２２２年中年中年中年中のののの発生状況発生状況発生状況発生状況（（（（１１１１１１１１月月月月１１１１１１１１日現在日現在日現在日現在））））

区分 空 知 石 狩 後 志 胆 振 日 高 渡 島 檜 山 上 川 留 萌 宗 谷 オホーツク 十 勝 釧 路 根 室 全道計

死者数 １８ ４４ １５ １１ ２ １１ ０ １８ ２ ３ ２１ ２０ ９ ２ １７６

前年比 －８ ＋５ ＋５ －８ －８ ±０ －５ ＋６ －３ ±０ ＋１２ ＋２ －１ －１ －４

２２２２ 月別死者数月別死者数月別死者数月別死者数 （（（（１１１１１１１１月月月月１１１１１１１１日現在日現在日現在日現在））））

年 / 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １0月末 １１月 １２月 計

平成２２年 １０ １６ １８ １０ １２ １５ ２１ ２５ ２０ ２２ １６９ （７） １７６

平成２１年 １２ ７ １１ １６ １５ １４ ２８ ２２ ２２ ２７ １７４ ２２ ２２ ２１８

平成２０年 １１ １１ １０ １４ １５ ２７ ２１ ２４ ２２ ２１ １７６ ２５ ２７ ２２８

３３３３ 主要都道府県主要都道府県主要都道府県主要都道府県のののの交通事故死者数交通事故死者数交通事故死者数交通事故死者数

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

平成２２年 北海道 東京 茨城 愛知 大阪 埼玉 兵庫 千葉 神奈川 静岡

（11/11） １７６ １７５ １７４ １６７ １６４ １６０ １５６ １４８ １４２ １３８

現在 （－４） （－４） （－４） （－２２） （－８） （－７） （＋１４）（－１３） （－２） （－１４）

４４４４ 過去過去過去過去５５５５かかかか年年年年のののの冬冬冬冬のののの交通安全運動期間中交通安全運動期間中交通安全運動期間中交通安全運動期間中（（（（１１１１１１１１／／／／１２１２１２１２～～～～１１１１１１１１／／／／２１２１２１２１））））のののの交通事故死者数交通事故死者数交通事故死者数交通事故死者数

死者数／年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 合 計 平 均

死者数 １１ １４ １１ ９ １２ ５７ １１．４

（担当：交通安全対策グループ 主幹 橋本 二三夫 ℡２０４－５２１９ 内線２４－１６０）



11月 12日栓)～ 11月21日 (日)北海道実施要綱

晰高齢者の交通事故防止

倅夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

勒凍結路面等のスリップ事故の防止

や交差点の交通事故防止

徘飲酒運転の根絶

北海道、北海道警察、北海道教育委員会、札幌市、市町村、(社)北海道交通安全推進委員会

(財)北海道交通安全協会、(社)北海道安全運転管理者協会



年間ス回―ガン

交通安全を自らのことと捉え、交通ルールの遵守や思

いやりのある交通マナーの実践が主体的に行われるよ

う、道民一人ひとりの交通安全意識の高揚を図る。

道、道警、市町村、関係機関・団体等は緊密に連携し、

体系的かつ効果的な交通安全運動を展開するととも

に、参カロ・体験。実践型の交通安全教育を推進する。

夕暮れ時と夜間の

歩行中・

自転車乗用中の

交通事故防止

夕暮れ時から夜間には、

歩行者などの発見がし

にくくなるので、交差

点では徐行し、しつか

り安全確認しよう。

夜光反射材の効果につ

いて話し合い、身の回

り品への反射材の活用

に努めよう。

5大キャンペーン

高齢者事故防止・夜光反射材普及運動

交差点事故・自転車事故防止運動

スピードダウン運動

シートベルト着用向上 。デイ・ライト運動

飲酒運転根絶運動

高齢者の

交通事故防止

|■ :::::1■   11■「::

高齢者への思いやりを

もつた安全な運転をし

よう。特に右からの横

断に注意しよう。

|1111111■
参加・体験型の講習会

などに積極的に参加し、

自分の身体機能の変化

を認識し、安全な行動

を実践しよう。

夕暮れ時や夜間に外出

するときは、明るい服

装と夜光反射材を着用

しよう。
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高齢者の安全な横断や

通行等を手助けするよ

う指導しよう。

自転車の通行方法や夜

間における前照灯の点

灯など、自転車の正し

い利用の仕方を身につ

けさせよう。

デイ・ライト(昼間点灯)

の実践を徹底しよう。

飲酒運転の危険性、飲酒 事
運転による交通事故の悲 :
惨さなどについて話し合 三

い、家族ぐるみで飲酒運 1
転を根絶しよう。    キ

=
111■

1        
三

醸甚          :
任の重大さをしつかり 三

認識させよう。    三

栞

11111■ 1111r言
企業の責任として、飲 三
酒運転は絶対に「しない、肇
させない、許さない」の 重

声かけを徹底しよう。 幸

酒類を提供する飲食店 奎
等では、運転者への酒 ≡
類提供の禁止を徹底さ 干
せよう。       1

凍結路面等の

スリップ事故の

防止

111  i t■  `

路面状況が刻々と変化

することを認識し、ス

ピー ドを控えた運転を

しよう。

||:|‐ |111■
冬道の危険性や特徴に

ついて話し合うととも

に、早めに冬タイヤに

交換しよう。

| ::|    .111.:111

雪道、わだち、凍結路

面などの危険について

理解させ、安全な歩行

について指導しよう。

朝礼や会議等の機会を

利用し、道路情報を共

有するなど、安全運転

を実践しよう。

11●  三   : i:l:i t

冬道の危険な場所や交

通量の多い交差点など

で、スピー ドダウンや

スリップ事故防止を呼

びかけよう。

交差点の

交通事故防止

交差点やその付近は、

事故多発地帯であるこ

とを認識し、特に注意

して運転しよう。

交差点などにおける安

全な歩行や走行につい

て、家族みんなで話し

合おう。

交差点などにおける交

通事故が多いことを認

識させ、特に注意して

歩行・横断するよう指

導しよう。

交差点やその周辺を走

行するときは、特に注

意して走行するよう指

導しよう。

交差点やその周辺にお

いて交通事故防止を呼

びかける街頭啓発を実

施しよう。

飲酒運転の

根絶

飲酒運転の危険性や責

任の重大さを十分に認

識し、飲酒運転は絶対

にしない強い意志を持

とう。

高齢者への交差点にお

ける誘導などの声かけ

を心がけ、地域ぐるみ

で高齢者を交通事故か

ら守ろう。

夜光反射材の普及と着

用の促進に努めよう。

書 菫午|イ |


